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Two isolates of watermelon mosaic virus (WMV) were obtaincd from pumpkin lcaves 

showing mosaic symptoms ancl vcin necrosis symptoms， ancl designatec1 isolate 1 ancl 2， 
respectively. 

Of thirty-nine species in cight plant familics， twcnty species were infected wIth isolate 
1 ancl twcnty-two spccies with isolate 2. Isolatc 2 was infectious to all o[ ten specics of 

cucurbit plants tcstecl ancl proclucccl stunting or leaf malformation with mosaic symptoms 

on five plants， Cucurbita maxima ct al. On the other hancl， isolatc 1 was infectious to other 

nine spccies of cucurbit plants than Lujjaりh・'ndrica，incluci時 milclmosaic symptoms on 

C. maxima et al. Isolatc 1 was infectious to sweet pea， ancl isolate 2 to crimson clovcr ancl 

GomjJhrena globosa. Both isolates systcmically iniectccl spinach. 1n cxtracts 合omC. maxima 
leaves， the thcrmal inactivation point was betwcen 55 and 60oC， the clilution encl-point 
was between 10-4 and 10-5， ancl the longevity in vitro was f01・18-22clays at 20oC. Both 

isolates were transmissible by 11か，ごωjJersicaeancl the inclusion boclies were observcd in 

epiclcrmal cells of infcctecl leaves 01' spinach and pea ct al. Flexuous virus particles with 

a length of 700-800 nm were 1'ouncl in leaf dip extracts 1'rom C. ma白.timaleaves in1'ected with 

both isolates. 

As thesc results were in general agrcement with the hitherto rcported description 

on WMV， both isolatcs were identified as WMV. However， both were rcgarded as ncw 
strains of WMV  on the basis of some diffcrences in host range， symptoms ancl physical 
propcrties fi'om those of WMV  p1'eviously reported in.J apan. Spinach was considc1百 1to 

be a mcmbe1' of overwintcring plants 1'01'れぼれ人

J1N雨I民地では施設関誌の普及とともにウリ科作物の周年栽械が行なわれているが，これにwい，

近年カボチャモザイクウイルス (WMV)の発生が広い関税にみられ， その被i!;.もJ長大で大きな

問題となっている.

WMVは1954年KAnderson1)により li立主IHこ報告されてf)、米，欧米7，8，9，12)や潟アフリカ11)な

佐賀大学j災学部泌物病Jl!!.学教家業絞第 8-73-

本論文の要旨は昭和49年4月5日日本tilI物的主主学会大会で‘発表した.
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どでその発生が報告されてかり，それらから分離された WMVについては詳細な報文がある.

わが閣では小室4，5)がウリ科作物から病原ウイノレスを分離し，これを WMVと同定した.その

後， :Ji:J::2
)は四日本各地からモザイク症状のエンドウを採集し， その病原ウイ Jレスを WMVで

あると報告した.また， jJLiら10)は九州地方のキュウリから Y1P)はメロンから，それぞれ WMV

を分離し同定した O

本研究では， 1973年に佐賀市周辺のカボチャ1:m1乙ウイルス病と思われた病容の発生を認めたた

め，その挺病カボチャ葉から 2穂類のウイノレスを分隊し同定した.これらウイノレスの寄主総閉な

らびにその他の性質等を認べた結果， 日本で報告されている WMVとはいくつかの相違点が認

められたのでζ こに報告する.

実験材料および実験方法

供試ウイルス:1973年9月，佐賀県大和町のカボチャ1:1日で得られたよいYイク症状を呈したカボ

チャ葉(品穣近成芳香)ふ、よび向i県西川副i貯のカボチャ1:mでf怒られた葉脈が網自状lと武化し，葉

j派閥l乙黄色の小斑点のあるカボチャ葉(品種肥後J平生2号)から，それぞれ分離した.ウイノレス

の分離は採集した穣病カボチャ葉から符られた汁液を健全カボチャの子葉l乙会会沫接種することに

より行ない，分離ウイノレスは陪純物で継代保存して実験に供した.大和町のカボチャから分離さ

れたウイルスを分離株 1，西川i副Isrのカボチャから分離されたウイノレスを分離株2とした.

供試植物bよび接種法:fil)j分離株の寄主総部の検定には， 8科39称:の純物を侠:試した.供試植

物は誌筏 12cm の素焼鉢 I<:::}荷栂し，~認識室内 (25 土 40C) で育成した. 接種は，継代保存中の

権病カボチャ紫l乙生震当り10倍容最の純71<を加えてすり鉢で燦砕し， 2 1:立ガーゼで搾汁して11~ ら

れた粗汁液を接穂源とし，カーボラン夕、、ムを用いる捻沫接稜法によって行なった.

汁液中の不活化限界の検定:両分離株の接穣後15~20 日自にカボチャ葉(品種近成芳香)を採

淑し， ζ れに~震当り 10倍容量の純水を加えて廃砕し， 2:lli:ガーゼで搾汁して得られた粗n液を

供試した.まず， srrf熱性の実験は上記の粗汁淡を，常法により所定の混水lζ10分開設改する ζ と

により行なった.耐希釈性の実験では上記の粗汁液を原液とし，これに純水を加えて所定の10倍

段階希釈波を調製した償保存性の実験は粗7+液を 200Cで保存し，一定日数の経過ごとにその

一部を取り出して行なった.各実験区のウイノレス活性の検定には ，ChelWJうodiumamaranticolor 

COST芯 &REYN.を用い，半禁法によって行なった.

アブラムシによる伝搬試験:カブで飼育されたモモアカアブラムシ (M抑制ρersicaeSULZ.)の

無麹幼虫を 21待問の絶食後!C，両分離株のd躍病カボチャ上で15分部獲得i汲汁させた.ζ のアブラ

ムシを子議期の健全カボチャ!C1本当り S頭ずつ2411寺間放践した後lζ殺虫し，その後20日目の病

徴発現の有無を観察した.

細胞内封人体の観零:両分離株lζ全身感染したホウレンソウ，ソラマメ，エンドウ， j，>よぴ分

離株 11ζ全身感染したスイートピーを汚いて行なった. 岐=穆:後 20~30 日自にそれぞれの挺掠誕

の表皮を総ぎとり染色して光学顕微鏡で観終した.染色はピーロニンメチルグリーン (P網MG)
を用いる越水らの方法s)ζ 準じたが， ピーロニン水溶液による染色i時間を 5~10 分間にか
えた.

ウイノレス粒子の観察:河分離t!とを接穂し 8~1O日経過したカボチャ(品穏近成芳容)を用いて

行なった.すなわち，カーボン補強を施したコロージオン11史上の純水に，限病カボチャ誕の切口を

浸し，その後ウイノレス粒子を2労iN1，酸ウラニノレ総波で10分nu染色し，Hi子顕微鏡 (n本電子 KK

製 ]EM100B)で観察した.
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1. 託子巡閲と病徴

両分機株の寄主総i刻ふ、よび病徴についての実験結来はずable1 Iζ一括して示した.供試した 8

科39積の純物仁Il，分離f;f(1は4科20穣，分弱lli株 2は5科22磁の植物にそれぞれ感染した.1附分高It

f;f(内には，ウリ科，マメ科ふ、よびヒユ科の綴物で寄主総出あるいは病徴の差異が認められた.ま

ず，分離株 1はウワ科純物の 9穣lζ全身感染したが，ヘチ?には感染が認められなかった. ノ" ， 

分離株2はウリ科植物の101丞lζ全身感染して，上位紫はモザイク症状に奇形や縞物体の萎縮をと

もなうことが多かった.つぎに，マメ科植物では， 1可分高!litlとともエンドウ，ソラマメ，レンゲに

全身感染した.さらに，分離株 1はスイートピーに，分離株2はクリムソンクローパーにそれぞ

れ感染した.つぎに，インゲン(品殺改良大手亡)では両分離株間に病徴の若呉がみられた.す

結験実

Host rangc ancl symptoms of isolatcs 1 ancl 2 of watcrmclon mosaic virus. Tablc 1. 

Isolatc 2 Isolatc 1 
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Tcst plants 

Cucurbita maxima 

Cucurbita moschatα 

CucWllis sativus 

Cucumis lIlelo L. 

var. makuwα 

ClIcumIs melo L. 

var. conomon 

Cucumis melo 

CitrllllllS vulgaris 

Lagcnaria ICllcantha 

BCllicasαhistid，α 

L!!ffiαりlindrica

Vicia斤lba

Pisium sativwll 

Aslrα'galus sinicus 

Trifoliwll il1camat附 l!

Phaseollls vulgaris 

cv. Kairyo-otebo 

cv. Mastcrpiecc 

cv. Kintoki 

cv. Eclogawa 

Lathyrωodor仙 5
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Abbrcviations; Vb: Vcin bancling， Vc: Vcin clearing， Vchl: Vein 
Cs: Chlorotic spot， SM: Slight mosaic， M: Mosaic， Ma: Malfomation， 

NI: Necrotic lcsion， Stu: Stunting， Ns: Nccrotic spot， 0: No symptom， 

No symptom ancl rcisolation. 

O 
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なわち，分離税:1 は接続 K)~iHíií病斑を形成し，さらに，上位楽にもモザ、イク椛状をぶしたが，

分離;yj<2は抜1ill楽にgJlr[i痴J)!を形成しただけであった.また，ヒユ科材{物では，分離;yj<2がセン

ニチコウに均的ri約泌を形成した.つぎに，アカザ科純物では， j可分離株とも Chenopodiurn"認が{

物の 4続lと応部病既を形成し，ホウレンソウには全身感染して1路いそザ、イク波状を示した.

間分級事長とも次の供試植物には感染しなかった. すなわち， ダイズ， ササゲ， レッドクロー

ノfー Jレーサン， ラッカセイ，ナタマメ，ムラサキフジマメ，タバコ ，Nicotiαnαglutinosa L.， 

トマト，ヒャクニチソウ，キンセンカ，ビート，カブ，ハクサイ，キャベツの16f設であった.

かもな検定泌物の病徴は以下のようであった.

セイヨウカボチャ (CucurbitarnaxirnαDUCH. IrH手iili:成芳芥): 7}f~fHl，j( 1では!riD ， 2 Iとは

病徴が吸われなかった.しかし，第 3葉以後の上 Iと葉)]}R透化を終てモザ、イク tiE:[犬が現われ，

1f~ 4 i語以とでは ζ の症状に加え禁縁にノコギ、リ状のl!.fll!:l.lがみられた.なまf，ζ の病徴は分離;yjd

を分離したカボチャ紫の荊徴と金〈同様のものであった (PlateI.A). つぎに，分鮒株 2では第

1葉は誕j派に沿って網El状lζ武化し，葉)]}R11¥] {ζ武初色の小班点がみられた (PlateII. A). その後

皮肉した上位葉は小型で，モツトノレ液状をともなう奇形楽となった.

ニホンカボチャ (Cucurbitarnoschata DUCI-I. 品積肥後平生2号，会計kl手生〕::分離株 1では雨

ibL怒とも上位禁は誕!派i霊化を経てモザイク 11E:Iえを.fEした.つぎに，分離株2では，肥後lJl!Jミ2号

の場合， !rí~ 1 KJJr包小説I;:'X と:民派にそった*f~J 1"1状の武イとがみられ，1t2葉lこはモザ、イク tE状，

その後lζ脱出した上位楽にはモットノレ症状をともなう若しい奇形がみられた(PlateII. F). な:10'，

iお 1 誕の病徴は分総本~2 を分離したカボチャ葉の病徴と全くらû;様のものであった.一方，会主It 早

!J::.の場合，第 1 での黄色小斑点の病徴はみられなかったが， f也の病徴は肥後与1.1:1:=.2号のものと

出様であった.

キュウリ (Cucumissativus L.品1ill久留米務合 H):分縦株 1では新薬は葉脈i変化を示し，その

後lζ展開した.1'.ftL~~ は梁脈総fiF か I? 緩いモーザイク症状をきi し，その楽の先端はやや議jj くなった

(Plat巴 I.B). 分離株2では，新議は葉脈透イ七， 紫}派総，ji?を終てよ号ットノレ症状を!乏し， その後l乙

展開した上位C~ーにはそットノレ液状をともなう奇形がみられた (Plate II・B).

スイカ (Citrullusvulgaris SCHRAD. 仏経J[[l大和):分議fk妹 1 では日立美~Iζ葉脈透化，楽町長総千i?

を総てよEザ、イク液状がみられた.分離株2では第 1，2 'll告に梁l派透化からモザ、イク液状がみられ，

tf?; 31定以後のと位葉ではJ.iY<IJHが遅れ，皮肉しでも奇形集となり級物体は萎縮した.

マクワウワ@シ口ウザ (Cucumis rnelo L. var. makuwαMAKINO 品種金1J1{・G.melo L. var. 

conomon MAKINO I'ij'，滋1'1す波みどり): :分級事長 1では新薬は葉脈j変化を;乏し， その後に展開した

と位紫は筏 1~2mm の退緑性紫色成を総て絞いモザイク症状となった. 分問H米2では第 1業は

葉線道化を:'il.し， tfS 2葉はやや小型となってモザ、イク症状となった.第 3葉以後のと位葉ではl災

関が遅れて小型で奇形となり，凹凸をともなう激しいモザ、イク症状与を示し， i波物体は選紛した.

メロン(G.melo L.品Hfコサック):分総株 1では新薬は旅透化を経て激しいモザイク能状

をぶして火ぶくれ状態となった.その後lζ版関した上{企業にはそツトノレ症状をともなう奇形がみ

られた (Plate1.C). 分ii設株2では新薬は葉}派j翠化を総てモザイク液状となり，その後のjニ佼菜

では浪IJHが遅れ，小型化して奇形jさとなり，秘物体は萎縮した (PlateII・C).

ヘチマ (Luffacylindrica ROEM. 品殺太糸瓜):分隊株 1による感染はみとめられず病徴は現

われなかった.分隊株2では新悲は葉)派透化を経てモザイク症状を示し， Z長!派は賞化した.その

後の上位{とはモザイク症状をともなう奇形がみられた (PlateII.D). 

ソラ γ メ (Viciafaba L・!?:滋JIIl;iIJ Y:E米〉・エント、ウ CPisiurnsativwn L. r'rIlぬうすい，位、l波大2
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7こ.

インゲン (Phaseolusvulg，αris L.品磁改良大手亡， マスターピース，金11寺，江戸川): liIij分離

f'，f(の接槌紫lとは退緑性放色政fがあらわれ，その後，黄色収の周辺iiiS1<:制色の小政i点もあらわれた.

また，その後 ζ の黄色1tEや葉脈は初変し絞穣紫は枯死し， J.悦諒した (PlateI.D)_ なふ、， 分認仕事長

1を抜秘した改良大手亡では，応部感染以外lと上位2草花全身感染し， モザイク症状がみられた

(Plate I.E). 

スイートピー (Lαthyrusodoratus L.):分離株 1ではE:.11I業lζ退絞性黄色斑を経て絞いモザイ

ク症状がみられた.分離株2では感染はみとめられず病徴も現われなかった.

クザムソンクローパー (Trijorium incarnαtum L.):分離株 1では感染はみとめられず病徴も

:.I'J1.われなかった.分離f*2では上位誕の葉!阪透化が起こり，退総性黄色斑を生じて縫いモザイク

症状となった.

アカザ属純物(c.amaranticolor COSTE & R五YN.，C.αIbumL吋 C.mw・aleL.， C. quinoαWILLD.) : 

何分誇fH'~ミの銭極楽は径 2-3mm の黄色斑点を生じて，のちに赤初色のJjJl死班点となった.

ホウレンソウ (SpinaciαoleraceaL.品表E次郎丸):両分Illffr株により上位楽は業IlIK透化ぞ51ミじた

のちに不鮮明な退緑性紫色践を経て軽いモザイク液状となった (PlateI.F). 

センニチコウ (GomjうhrenaglobosαL.) :分離株 1では競徴を発琉しなかったが，分離株 2のJ友
好!楽には中央部が灰白色で，その河辺部が赤初色のJxE点を生じた (PlateII.E). 

2. ilオ夜中の不活化限界

耐熱性:両分離株について得られた結来は Table2 1<:示したように， 55-60oCであった.

Table 2. Thcγmal inactivatioll point of isolates 1 and 2 of watennclon mosaic virus. 

500C 550C 600C 
Virus Replication 

Treatmcnt Control Trcatment Control Trcatment Control 

63 131 O 132 

holatc 1 2 24 96 91 。 100 

3 44 233 1.6 30 O 43 

Isolatc 2 26 139 1.6 132 O 123 

2 9 63 2.0 69 。 63 

Figures in cach rcplication wcre exprcsscd by avcragc numbers of Iesions 011 16 half-leavcs of 

Chenotodium amaranticolor. 

鮒希JfY~性: W[jJ分株について得られた最古来は Table3Iζ示したように， 104-105倍であった.

術保存性:両分離株について得られた結采は Table4に示したように，分自1ft株 1では20-221こj，

分離株2では18-22日であった.

3. アブラムシによる伝搬試験

尚分離株のモモアカアブラムシによる伝説立試験の結果は Table5 1<:示したように，分離株 1で

は抜秘植物14本:のうち 9 本が発病し，分I~ft株 2 では接滋航物の14本すべてが発病した.従って，

jI可分露fH~ミともモモアカプラムシで伝倣されることが確認された.
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Tablc 3. DilulIon cncトpointof isolatcs I ancl 2 of watcrmelon mosaic virus. 

10-3 10-4 10-5 

ReplicalIon 
Treatmcnt Control Treatmcnt Control Trcatment Control 

2.6 73 0.1 54 

2 3.2 58 0.6 51 O 51 

3 1.2 38 0.4 39 O 31 

0.9 20 0.2 18 O 22 

2 2.9 46 0.5 68 O 75 

3 1.6 41 0.4 44 O 44 

6 

Isolate 1 

Isolate 2 

Figures in replication I wcrc cxpressecl by average numbers of lesions on 20 half-leaves of Clzenoω 

podium a削問nticolor. Figures in rcplications 2 ancl 3 werc cxpressecl by averagc numbcrs oflesions 

on 16 half-Ieaves of the assay plants. 

Table '1-. Longcvity in vitro of isolatcs 1 ancl 2 of watcrmclon mosaic virus. 

Days aftcr incubation at 200C 
Virus Iミcplication

8 10 12 14 16 18 20 22 

2.4 5.6 3.8 11 3.6 2.3 1.8 O 

Isolalc 1 ワ的 1']， 29 II 16 0.3 33 1.8 O 

3 77 6 2 0.3 。 O 

6 0.9 15 7 0.2 O 

Isolate 2 ワ 。.J 0.3 O 0.3 0.08 O 

3 12 0.6 0.6 0.06 O O O 

Figurcs in replications 1 ancl 2 wcre cxprcssecl by avcragc numbcrs oflcsions 011 12 half-lcavcs of 

Clzenopodilllll amaranticolor. Figures in replicalion 3 wcrc expressccl by a vcragc numberち oflesions

on 16 half-Icaves of the assay planls. 

Tablc 5. Transmissioll of isolalcs I ancl 2 of walcrlllcloll 11l0saic virus lo pumpkin (Cucurbila 

maxima) byaphicl (A令制spersicae). 

Virus Rcplicalion 
Numbers of plant 

Test plant Infeclecl plant 

Isolate 1 

2 

8

6

一
8

6

5

4

一8
6

Iso1ate 2 

2 

4. 細胞内封人体の観察

観察l乙供試されたすべての寄主総物におU)J包内封人体が検出された.その形態は紛舟形で，赤色，

表耐には頼粒状構造物が認められ，青紫色に染った核に隣接して観察される ζ とが多かった.分

離株u乙感染したホウレンソウ，ソラマメ，エンドウ為、よびスイートピーならびに分離株 2!ζ感

染したホウレンソウとエンドウの細胞内対人体の顕微鏡写真を示したものが PlateIIIである.
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5. ウイノレス牧子の観察

dip法による屯顕観察のあii来，両分自1ft株の際病カボチャ菜を用いて観察されたウイノレス粒子は，

L 、すとれも湾 rlJI割線状で，その長さは 700~800nm であった.

考 察

本実験ではカボチャから分離されたウイノレスの2つの分離株について，得主総閥j弘、よび諸性質

lζついて比較検討を行なった.まず，両分離株の寄主範囲について調べた紡糸，分離株 lは8科

39種の侠:試植物のうち 4 科20;]'援に感染し，分l~lt株 2 は 5 科22穏に感染した.また， jllij分離株の汁

液中の不活化限界は，耐熱性が 55~600C，紛希釈tlôは104~1O5倍耐保存伎は18~22日であった.

~可分離株ともモモアカアブラムシにより伝搬された.ζ れらの擢病葉の表皮には細胞内封人体が

観察され， r!-液中 lと長さ 700~800nm の雲寺山波絡状のウイノレス粒子が観察された.以上の諸性質

を今までに報告された文献と照会した給巣，分離~とし 2 ともカボチャモザ、イクウイノレス (WMV)

の1綴であると判定された.しかし，両分離株の努主総問，病徴.::T'よび諸性質をわが国で報告さ

れている WMVの分離株についての結采と細かく比較すると，相互にいくつかの松迷点が認めら

れた.まず，寄主総間と病徴の若異についてまとめたものが Table6であるが，すでに実験結来

の演で記載したように，両分離株間にはウリ科，マメ科およびヒユ科純物にbいて名手:=t:範囲と病

微に差呉が認められた.分離tIと lはヘチマに病徴を発現しなかったが，小設の分離株はモザ、イク

症状を，磁の分離株は葉!派透化症状を示した.また， ;!!二 kの分離株lこ絞べて分離株 1はウリ科椛

物では聡い症状を訴し，分離株2はトウガで軽微な症状を示したが，その他のウリ科織物での病

徴は類似していた. つぎに， jllij分離株の感染をうけた検定横物の中で，小室， 閥.::T'よび;!!:J:の

WMV の 3 分商!t;jl，jçはホウレンソウ lζ感染肢がなく，また，小室の分l~ft;移転はゴマ，インゲンに ， v.!i 
の分離株はエンドウ，インゲ、ンにそれぞれ感染性がなかったと報告されている.井上の分離株と

比較すると，分離株 1ではインゲン(品禄金持)，クリムソンクローパー，分離株2ではインゲ

ン(品種金時)， スイートピーふ、よびセンニチコウで宿主総聞と病徴の差異がみいだされた.外

国では WMVがホウレンソウに感染したことはすでに報告されているが， わが問で-は本実験の

同:5}Þ~ft株が殺初のものである.

っさに，汁液中の不活化限界についてわが協で既報の分離株の結来と対比させたものが Table

7であるが，両分離株の耐熱性は既報のそれと一致した.しかし，耐希釈性は既報の WMVよ

りも高い伎が符ーられ，鮒保存性についても at報の儀より長かった. ただ， 外国で分離された

WMVB， 11 ， 12) には耐希釈性が 104~105倍， I:t保存性が 16 日あるいは 508 を示したものもあり，両

分離株は不活化限界では既報の WMVと大きな差異があるとは認められない. しかし，以上の

諸点を考慮すると， ~存分離株はわが国で-今までに報告された WMV とは異なる系統の株である

と考えられる.

おIIolnむと Schmelzer9)は閥ヨーロッパにかいて分離された WMVの4t1とについて試験を行な

い，ウリ科縫物にふ、ける病徴の程度，Chenopodium腐綴物lζ対する反応， アプラムシ伝倣性の

差災を判別基準として， ζ の4分離;jI，jcは 3系統1i'fl乙分鎖できると報告している.一方， Webbと

Scottl2 ) は北アメリカで分離された10株が，~主総倒の11'l i主，鼠清学的類縁とごi二渉作用の有無に

より 211f1こ分類でき， WMV-1.::T'よび WMV-2と祢して別経のウイノレスであると報告した. こ

れに対して， MilneとGroganS)はカ 1)フォルニアで分離された 2株を用い， lfil液学的類縁，物

潔的性質，校子の形態，媒介昆;g.::T，よびウリ科植物での病徴についての検討結果から， WMV-1 

と WMV-2は別誕のウイノレスではなくむしろ同ーのウイノレスの2系統群と考える方が妥当であ



8 依佼火''j':Ji語学然減努~ 39な (1975)

Tablc 6. Comparison ofh05t rangc and symptoms oftwo isolatcs in the 1:est and tI汀ecisola tcs of 

watermclon mosaic virus rcportecl in ]apan. 

Tcst plants 

Cucurbita maximα 

Cucurbita moschata 

Cu日mzissativus 

Cucumis melo 

Citrullus vulgaris 

Benincasa histid，α 

Lzufaりlindr加

Viciafaba 

Pisium sat九um

Phaseolus vulgaris 

Isolatc 1 Isolate 2 Inoue (1964) 
Komuro Nishi 
(1956， (1965) 
1962) 

1nocu・ Uppcr
latccl 
lcaves leavcs 

Inocu- U ppcr 
latccl 
leaves lcaves 

Inocu- Uppcr 
latcd 
lcaves leavcs 

十

十

十
0

0

 

M

M

 

0

3

1

 

M

明

日

孔

:

:

:

a

M

M

M

M

M

 

A

U

H

U

A

U

 

1

5

1

0

t

 

M

M

d

M

M

 

仏
山
川
崎

m
L
M
l

れ
れ
い
れ
肱

K
M
k
h

A

U

A

U

ハU
A

U

a

M

a

 

M

S

M

 

M

M

W

M

 

c

c

c

c

 

v

v

v

v

 

A

u

n

U

ハU
A

U

M 

M 

M 

o Vc Vb M 0 Vc M Ma 0 
Stu 

M 

o ~~~ 0 ~~~ 0 ~~~ト
Ma 

O o VcVchlM 
Ma 

4 Vc 

o Vc Cs M 

o Vc Cs M 

o Vc Cs M 0 Vc Cs Mo Vc M 

o Vc Cs ~νI 0 Vc Cs Mo Vc M 
Chl 

M 

cv. Kairyo-otebo Cs Ns Vn Vc M Cs Ns Vn Cs Ns Vc Cs Mo 
Vn 

cv. Mastcrpicce Cs Ns Vn 

cv. Kintoki Cs Ns Vn 

Triforiwn incarnatwn 0 

Cs Ns Vn … Cs 

Cs Ns Vn 

o Ve Cs SM 0 Ve Cs Mo 

Lat!zyrus odoratus 

St抑制ole印刷

Sesamumjどztonicum

Gomthrcna globosα 

u
 

o
b
 

O
 

A

U

M

 P
しV

 

A

u

n

u

 
m
M
 

一

印

日
c
c
u
 

v
v針

。o
o

m

m
M
 

d

s

b

 

幻

c
v

吋

3
c
c
u
L

C

V

V
釦

ハU
n

u

n

u

L 

Abbreviations; Vb: Vein banding， Vc: Vcin clcaring， Vchl: Vein chlorosis， 
Vn: Vein neerosis， SM: Slight mosaic， M: Mosaic， Ma: MalfomatIon， 
Mo: 1在ottle，Stu: Stunting， Cs: Chlorotic spot， Chl: Chlorosis， L: Local1csion， 
0: No symptom，ー Nosymptom ancl reisolation. 

Table 7. Compa1'ison of physical propcrties of two isolatcs in thc tcst and th1'ee isolates of 

watermelon mosaic virus reported in ]apan. 

Physical prope1'ties Isolate 1 Isolate 2 Inoue Komuro Nishi 
(1964) (1956， 1962) (1965) 

The1'mal inactI、ration
point (oC) 55-60 55-60 55-60 50-55 50-60 

Dilution enふpoint lO-clO→ 1O-C I0-5 5 )< 10-3-10-4 5x 10四 2_10-3 10-2-5 X 1-3 

Longyse) vity in uitm 
(Days 20-22 18-22 8-16 5-10 2-3 
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ると報告している.この 2系統税関の主要な桁迷点は WMV-1 はウリ科続物[ζ限定して感染す

るが，一方の WMV-2はウリ科椛物lζ加えてマメ科般物lとも感染することにある. ζ の分類基

準lこ従えば，本実験lζ供試された両分離株を含めてわが閣でWEI乙線合されている WMV分離株

は，すべて WMV-21ζ属することになる. しかし， Webb12)らが指摘したように， WMV-21C 

属する系統は WMV-1の系統より多数存寂しでかり，わが躍のように WMV-2の系統のみが発

生していると思われる地域では， WMV-2の系統計・をいくつかに類別する方が実態に合っている

と考えられる.その判別基準としては，たとえば，本実験に供試された両分隊事!と部に認められた

ようなウリ科積物で・の病徴の差災，あるいはホウレンソウに対する寄生性の有無などが上げられ

よう.しかしながら，わが国では現在までに WMV の分露mr~についての報告があまり多くなく，
この系統j伴内でのよ主体的な類別は今後の研究成果に待ちたい.

また，小室ら}と ~I:上2) はマメ科秘物が WMV の越冬植物であると指摘しているが， ホウレン

ソウに寄生性のある WMVの存在が再分離株lとより確認されたので，新たにホウレンソウを越

冬絞物としてつけ加える必要があると考えられる.

摘 要

モザイク液状かよび葉!派武化症状のカボチャ葉からウイノレスを分間iして，それぞれ分除名!と 1，

分離t!Iと2とし，同ウイノレスの河定を行なった.

w可分離妹の寄主総間と病徴については， 8科39穣の供試純物のうち，分離株 1は4ネミ位O殺に，

分離株 2はS科22tw:1C感染した.ウワ科の10事nの供試植物の場合，分宿!fo株 1はヘチマを除いた 9

種に感染性を有し，それらのうちセイヨウカボチャなど 5磁の病徴は分離株2と絞べて絞徒であ

った -)I，分離株2は10種のすべてに感染性を有し，セイヨウカボチャなど 5穏の病徴はモザ

イク症状lζ萎縮や奇形を1'15った.スイートピーに感染したのは分離株 1，クリムソンクローパー，

センニチコウに感染したのは分縦株2であった.また，ホウレンソウにはi可分離株とも全身感染

した.

両分離株のi耐熱燃は 55~600C，縦希釈性は 104~10Ó 1九耐保存性は 18~22 日 (200 C) であった.

両分離株はモモアカアブラムシによって伝搬された.ホウレンソウ，エンドウなどの様病1\~には

締胞内会j人体が検出され， 700~800nm の青山型旅状のウイノレス枝子が観察された.

以上の結果から， ~可分自lfo株はカボチャモザイクウイノレス (WMV) と同定された. しかし， わ

が閣で今までに報告された分離株とは得.:Ufl1WH，病徴の細部の点で廷が認められたので，両分

弱!lit!lとは WMVの新系統であるとした.また，ホウレンソウが WMVの越冬tilI物の lつであろう

と指摘した.
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Explanation of Plate 1 

Symptoms in different plants infccted with isolate I of watermclon mosaic virus. 

A. Mosaic in an upper Icaf of pumpkin (Cucurbita maxima DUCH. cv. Chikanarihoko). 

B. Milcl mosaic in an upper leaf of cucumber (Cucumis sativus L. cv. Kurumcochiai H). 

C. Mottling and malformation in an upper leaf of melon (Cucumis melo L. cv. Kossaku). 

D. Necrotic spots and vein necrosis in an inoculatcd primary Icaf ofkidney bean (Phaseolus vulgaris 

L. cv. r三airyo-otebδ).
E. Mosaic in trifoliate lcaves of kidney bean (Phaseolus vulgaris L. cv. Kairyo-otebo). 

F. Chlorotic spots in an upper leaf of spinach (Stinacia oleracea L. cv. Jiromaru). 



Plate 1 

A 

E 



Explanation of pla主eII

Symptoms in diHerent plants inll，cted with isolate 2 01' watermclon mo>，aic virus. 

A. Vcin chlorosis and chlorotic spotぉ inthc first lcaf 01' pumpkin (Cllcurbila lI1axima DUCH. cv. 

Chikanarih凸kδ).

B. l'vlottling in an uppcr lcaf 01' cucumhcr (CllCl/lIlis saliulIs L. cv. KuruI11cochiai H). 

C. Growth rcductioll in thc third lcaf 01' mclon (Cllcumis lIIe/o L. cv. Kossaku). 

。Malformationin an uppcr lcaf 01' spongc gourd (LluJa cyluzdrica ROE~1. cV. Futohcchima). 

E. Nccrotic lcsions in an inoculatcd lcaf of GOllψIzrella globosa L. 
F. l'vlalformation in uppcr lcavcs of 1孔m



Plate II 



Explanation of plate 111 

lnclusion bodies in epidermal cells of different plants infected with isolates 1 and 2 of watermelon 

mosalC Vlrus. 

A. Inclusion body in epidermal cells of broad bean (Vicia faba L. CV. Kawazoezairai) infected 

with isolate 1. 

B. Inclusion body in epidermal cells of pea (Pisium sativum L. cv. Futsukokuozaya) infected 

with isolate 1. 

C. 1口clu山s

isolate 2. 

D. Inclusion body in epidermal cells of sweet pea (Lat/，リrusodoratus L.) infccted with isolate 1. 

E. Inclusion body in epidermal cells of spinach (Spinacia oleracea L. cv. Jiromaru) infected with 

isolate 1. 

F. Inclusion body in epidermal cells of spinach (Spillacia oleracea L. cv. Jir凸maru)infected with 

isolate 2. 

N: Nucleus， 1: Inclusion body. 
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